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第  １  8  6  号

被災されたみなさまへ

２

　

　３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に

より、多くの方々の尊い命が失われたことに、

深い哀悼の意を捧げます。

　同時に、被災された皆様に、心からお見舞い

申し上げますとともに、一日も早い復興をお祈

り申し上げます。

　被災者・被災地支援にいかして頂くため、日本赤十字

社を通じて、義援金５０万円をお送りいたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　下妻市議会議員一同

被災されたみなさまへ



しもつま市議会だより３

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
議
員
一
般
選
挙

　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員
は
、
各
市
町
村
１
名
の
議
員

を
選
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
選
挙
の
結

果
、
次
の
方
が
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

◇
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員

　
　

木　

村　
　

進　

議
員

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

２３

次
の
方
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◇
下
妻
市
及
び
下
妻
地
方
広
域
事
務
組

　

合
公
平
委
員
会
委
員

　
　

門　

井　

節　

夫　

氏

一般会計予算の内訳・各会計予算定　例　会

人 事 議 案  
人
事
議
案 

人
事
議
案

平 成 2 ３ 年　　第  １  回 定 例 会
結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

下妻市行政機構の改革に伴う関係条例の整備 

下妻市職員定数条例の一部改正

下妻市特別職の職員で常勤のもの及び教育長の給与の特例に関する

条例及び下妻市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部改正

下妻市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部改正

下妻市ねたきり老人等福祉手当支給条例の一部改正

下妻市クロッケー場等の設置及び管理に関する条例の一部改正 

下妻市生活管理指導員派遣事業実施条例の廃止

下妻市医療福祉費支給に関する条例の一部改正

下妻市農業委員会の選挙による委員の定数条例及び下妻市農業委員

会の選挙による委員の選挙区の設定に関する条例の一部改正

下妻都市計画事業下妻東部第一土地区画整理事業施行規程を定める

条例を廃 止する等の条例の制定

下妻市都市公園管理条例の一部改正

市道路線の認定

市道路線の廃止

平成２２年度下妻市一般会計補正予算（第６号）

平成２２年度下妻市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成２２年度下妻市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）   

平成２２年度下妻市介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成２２年度下妻市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成２２年度下妻都市計画事業下妻東部第一土地区画整理事業特別会

計補正予算（第１号）

平成２３年度下妻市一般会計予算

平成２３年度下妻市国民健康保険特別会計予算 

平成２３年度下妻市後期高齢者医療特別会計予算

平成２３年度下妻市介護保険特別会計予算
平成２３年度下妻市介護サービス事業特別会計予算

平成２３年度下妻市下水道事業特別会計予算 

平成２３年度下妻市砂沼サンビーチ特別会計予算 
平成２３年度下妻市水道事業会計予算

下妻市及び下妻地方広域事務組合公平委員会委員の選任 

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号

議案第１４号

議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号

議案第１８号

議案第１９号

議案第２０号

議案第２１号

議案第２２号

議案第２３号

議案第２４号

議案第２５号

議案第２６号

議案第２７号

議案第２８号

議案第２９号

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
８
日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の

２３

２５

　

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
提

１８出
議
案　

件
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意

２８

さ
れ
ま
し
た
。  

  
平
成
二
十
三
年 　

第
一
回
定
例
会

選

挙



第  １  8  6  号

一般会計予算の内訳・各会計予算

4

＝ 平成23年度　各 会 計 予 算 ＝ 

割　　　合前　　年　　度本　　年　　度会　　計　　別

59.28%147億8,000万円163億円一　　般　　会　　計

20.62%56億7,700万円56億6,900万円国民健康保険特別会計

──290万円──老 人 保 健 特 別 会 計

1.25%3億4,800万円3億4,300万円後期高齢者医療特別会計

10.12%26億700万円27億8,200万円介 護 保 険 特 別 会 計

0.03%730万円760万円介護サービス事業特別会計

 2.72% 6億8,750万円7億4,700万円下水道事業特別会計

──7,000万円──
下妻東部第一土地区画整理事業
特　　　別　　　会　　　計

0.63%1億2,600万円1億7,200万円砂沼サンビーチ特別会計

5.37%15億9,399万3千円14億7,652万円水 道 事 業 会 計

100.00%258億9,969万3千円 274億9,712万円合　　　　　　計



　

３
月
８
日
に
開
会
し
た
第
１
回
下
妻

市
議
会
定
例
会
で
し
た
が
、　

日
に
発

１１

生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影

響
に
よ
り
、
予
算
特
別
委
員
会
や
一
般

質
問
に
つ
い
て
当
初
の
会
期
日
程
の
と

お
り
開
催
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
３
月　

日
（
金
）
に
全
員
協

25

議
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
全
員
協

議
会
で
は
、
は
じ
め
に
、
市
内
の
地
震

に
よ
る
被
害
状
況
に
つ
い
て
、
市
長
及

び
総
務
部
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
こ
の
た
び
の

地
震
で
、
下
妻
市
は
震
度
５
強
を
記
録

し
た
た
め
、
直
ち
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
て
、
家
屋
や
道
路
、
独
居
老
人

の
方
た
ち
の
被
害
状
況
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
停
電
に
よ
り
水
道
が
停
止
し

た
た
め
、
給
水
所
を
市
内　

箇
所
に
設

15

置
し
た
り
、
非
常
食
を
配
布
し
た
り
す

る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
た
と
い
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
こ
の
た
び
の
地
震
の
影
響
で
、

審
査
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
平
成　

年
度

22

補
正
予
算
及
び
平
成　

年
度
当
初
予
算

23

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
協
議
が
な
さ

全員協議会・一般会計予算に対する賛否討論

しもつま市議会だより5

れ
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

全
員
協
議
会
終
了
後
に
予
算
特
別
委
員

会
を
開
催
し
て
直
ち
に
審
査
す
る
こ
と

と
し
、
ま
た
、
予
算
特
別
委
員
会
終
了

後
に
本
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
３
月　

日
（
水
）
に
は
、

３０

再
度
、
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
被
災

地
へ
の
義

援
金
に
つ

い
て
話
し

合
い
が
な

さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
こ
で

様
々
な
意

見
、
提
案

が
出
さ
れ

た
結
果
、

こ
の
た
び

の
地
震
で

は
、
当
市

も
少
な
か

ら
ず
被
害

を
受
け
た

も
の
の
、

現
在
で
は
、

日
一
日
と

落
ち
着
き

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
願
い
、
下

妻
市
議
会
と
し
て
義
援
金
を

送
る
こ
と
が
全
会
一
致
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

全
員
協
議
会

平成23年度 一般会計予算に対する賛否討論
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
度
一
般

23

　
　
　
　
　
　
　

会
計
予
算
は
、
予
算

　
　
　
　
　
　
　

総
額
が
１
６
３
億
円

と
、
前
年
度
比　

・　

％
の
増
と
な
っ

10

28

て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
東
部
中
学
校
建
設
が
本
格

化
し
、
校
舎
等
の
ほ
か
屋
外
付
帯
工
事

等
が
着
手
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ

が
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
反
映
し
、
昨

年
に
引
き
続
き
特
別
職
給
料
等
の
削
減

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
や
コ

ン
ビ
ニ
収
納
に
加
え
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
収

納
の
導
入
に
よ
り
財
源
確
保
を
図
っ
て

い
る
。

　

国
民
生
活
が
厳
し
い
中
、
ま
ず
市
民

の
声
を
聞
き
、
市
民
生
活
を
よ
く
見
て

対
応
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
を
応
援
す
る

あ
た
た
か
な
市
政
が
必
要
だ
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
市
民
や
建
築
関
連
業
者
の
願
い
で

あ
っ
た
た
め
、
評
価
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、

３
月　

日
の
大
地
震
に
よ
り
、
住
宅
改

11

修
が
必
要
と
な
っ
た
市
民
は
さ
ら
に
増

加
し
て
い
る
た
め
、
予
算
の
増
額
を
求

　
　
　
　
　
　
　

め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

坂
東
市
で
は
、
今
回

　
　
　
　
　
　
　

の
地
震
を
受
け
、
地

　

ま
た
、
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
医
療

費
無
料
化
や
妊
婦
健
診
の
充
実
、
児

童
・
生
徒
等
の
給
食
費
補
助
な
ど
少
子

化
対
策
を
継
続
し
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
む
ら
づ
く
り
交

付
金
事
業
、
南
原
・
平
川
戸
線
事
業
を

推
進
す
る
ほ
か
、
東
部
中
学
校
の
平
成

　

年
春
の
開
校
に
む
け
た
事
業
推
進
、

24さ
ら
に
は
小
学
校
の
耐
震
補
強
・
改
修

事
業
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
事

業
の
厳
選
や
予
算
の
重
点
配
分
な
ど
が

見
受
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
評
価
し
、
な
お

一
層
の
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の
発

展
を
期
待
し
て
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

震
被
災
者
の
持
家
の
母
屋
の
瓦
に
、
１

メ
ー
ト
ル
以
上
の
破
損
が
あ
る
場
合
、

一
律
３
万
円
の
災
害
見
舞
金
が
支
給
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
今
回
の
地
震
に

よ
り
多
く
の
市
民
が
被
害
を
受
け
て
い

る
。
新
庁
舎
建
設
の
た
め
の
基
金
積
立

を
取
り
や
め
、
市
議
会
議
員
の
報
酬
の

引
き
下
げ
や
、
国
内
研
修
の
特
別
旅
費

を
大
幅
に
削
減
す
る
な
ど
し
て
、
市
民

の
暮
ら
し
応
援
の
た
め
の
施
策
に
回
す

こ
と
を
求
め
て
反
対
討
論
と
す
る
。

反

対

賛

成

全　員　協　議　会



　

３
月　

日
（
水
）
午
前　

時
か
ら
、

３０

１０

市
役
所
本
庁
舎
・
議
員
図
書
室
に
お
い

て
総
務
委
員
会
を
開
催
し
、
震
災
被
害

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
早
速
、
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

視
察
場
所
は
、
島
屋
百
貨
店
付
近
か

ら
ほ
っ
と
ラ
ン
ド
・
き
ぬ
、
旧
千
代
川

中
学
校
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
新
堀
地

内
を
通
り
、
山
尻
地
内
等
を
見
て
参
り

ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
所
管
で
あ
る
「
ほ

っ
と
ラ
ン
ド
・
き
ぬ
」
（
下
妻
地
方
広

域
事
務
組
合
施
設
）
に
つ
い
て
報
告
い

第  １  8  6  号

常任委員会からの報告

6

た
し
ま
す
。

　

ま
ず
施
設
の
駐
車
場
へ
入

る
と
、
砂
が
高
く
積
ま
れ
た

山
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
液
状
化
現
象
に
よ
り

駐
車
場
内
に
あ
ふ
れ
出
た
も

の
で
し
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

に
も
亀
裂
が
走
り
、
上
下
に

う
ね
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
公
園
内
の
庭
園
を
見

て
回
る
と
、
芝
が
大
き
く
割

れ
、
中
を
の
ぞ
き
込
む
と
暗

く
、
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
感

じ
を
受
け
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

ま
た
、
敷
地
全
体
が
液
状
化
の
影
響

で
地
盤
沈
下
を
起
こ
し
て
お
り
、
施
設

の
建
物
と
地
面
の
間
に
は
、
大
き
な
溝

が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

「
ほ
っ
と
ラ
ン
ド
・
き
ぬ
」
は
、

プ
ー
ル
を
は
じ
め
運
動
施
設
を
整
え
た

施
設
で
あ
り
、
お
風
呂
を
楽
し
み
に
利

用
し
て
く
だ
さ
る
市
民
も
大
勢
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
施
設
が
一
日
も
早
く
、
安

全
で
安
心
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
、
関

係
各
所
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
  

総
務
委
員
会

 　

委 
員 
長　
　

中

山

勝

美

 　

副
委
員
長　
　

廣　

瀬　
　

榮

 　

委　
　

員　
　

谷
田
部　

久
男

　
 
委　
　

員　
　

平　

井　
　

誠

 　

委　
　

員　
　

山

闢

洋

明

 　

委　
　

員　
　

篠

島

昌

之

ほっとランド・きぬ

ほっとランド・きぬ



　

３
月　

日
（
水
）
午
前　

時
か
ら
、

30

10

市
役
所
本
庁
舎
・
中
会
議
室
に
お
い
て

文
教
厚
生
委
員
会
を
開
催
し
、
震
災
後
、

被
害
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
当
委

員
会
所
管
の
施
設
を
調
査
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

下
妻
中
学
校
で
は
、
武
道
館
の
屋
根

瓦
と
天
井
に
破
損
が
生
じ
、
使
用
中
止

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
の
学
校

で
も
、
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
等
の
被
害
は

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
使
用
可
能

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
、
野
球

場
な
ど
が
液
状
化
現
象
に
よ
り
使
用
中

止
と
な
っ
て
お
り
、
千
代
川
公
民
館
の

駐
車
場
も
、
や
は
り
液
状
化
現
象
の
影

常任委員会からの報告
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響
で
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン

グ
ブ
ロ
ッ
ク
は
破
損
し
て
い

ま
し
た
。
図
書
館
で
は
、
本

棚
か
ら
本
が
落
下
し
、
き
ぬ

保
育
園
で
は
、
教
室
が
少
し

傾
い
て
し
ま
う
な
ど
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。

　

旧
千
代
川
中
学
校
跡
地
に

設
置
し
た
、
が
れ
き
の
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
は
、
予
想
以

上
の
瓦
や
、
壊
れ
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、

処
分
に
は
相
当
の
期
間
と
費
用
が
か
か

り
そ
う
で
す
。

　

被
災
者
の
避
難
所
と
し
て
は
、
千
代

川
運
動
公
園
内
の
「
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
」

と
、
や
す
ら
ぎ
の
里
内
の
「
リ
フ
レ
こ

か
い
」
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
震
災
は
、
今
後
、
長
期
化

す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
早
急

な
復
旧
と
安
全
確
保
を
要
望
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
  

文
教
厚
生
委
員
会

 　

委 
員 
長　
　

柴　
　

孝　

光

 　

副
委
員
長　
　

山

中

祐

子

 　

委　
　

員　
　

笠

島

道

子

 　

委　
　

員　
　

中

山

政

博

 　

委　
　

員　
　

笠

島

和

良

 　

委　
　

員　
　

稲
葉　

冨
士
夫

県外の避難者受け入れ施設となっ
ている「ふれあいハウス」

旧千代川中学校の
ストックヤード
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３
月　

日
（
火
）
午
前　

時
か
ら
、

２９

１０

市
役
所
本
庁
舎
・
議
員
図
書
室
に
お
い

て
産
業
経
済
委
員
会
を
開
催
し
、
全
委

員
出
席
の
も
と
、
震
災
の
被
害
状
況
調

査
の
た
め
、
現
地
視
察
調
査
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

別
府
篠
ヶ
崎
第
２
機
場
で
は
、　

㎝
３０

〜　
 
㎝
の
地
盤
沈
下
を
起
こ
し
て
お
り
、

４０
用
水
機
場
の
周
り
の
田
で
も
、
部
分
的

に
地
盤
沈
下
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
村
岡
第
４
機
場
に
お
い
て
も

同
様
で
、
建
物
の
基
礎
柱
が
見
え
る
ほ

ど
で
し
た
。

　

小
島
、
新
堀
地
区
に
お
い
て
は
、
液

状
化
現
象
に
よ
り
、
大
き
な
地
割
れ
と

田
面
に
１
ｍ
ほ
ど
の
段
差
が
で
き
て
お

り
、
谷
田
部
、
山
尻
地
区
で
も
同
様
の

地
割
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
木
田
川
福
田
用
水

機
場
で
は
、
揚
水
ポ
ン
プ
が

損
傷
し
、
地
盤
沈
下
に
よ
り
、

配
管
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
が

破
損
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

砂
沼
で
は
、
砂
沼
球
場
南

側
の
遊
歩
道
沿
い
の
護
岸
ブ

ロ
ッ
ク
が
、
数
十
メ
ー
ト
ル

に
渡
り
倒
壊
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
菜
の
出
荷
制
限

に
つ
い
て
で
す
が
、
農
家
の

方
か
ら
、
風
評
に
よ
り
野
菜

類
が
市
場
に
出
荷
で
き
な
い
等
の
話
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ

い
て
は
、
農
協
の
方
へ
農
家
の
方
々
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
説
明
会
を
開
催

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
被
害
状
況

が
確
認
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
執

行
部
は
も
と
よ
り
、
土
地
改
良
事
務
所

等
に
対
し
て
も
、
早
急
な
対
処
を
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
  

産
業
経
済
委
員
会

 　

委 
員 
長　
　

田

中

昭

一

 　

副
委
員
長　
　

斯

波

元

気

 　

委　
　

員　
　

菊

池　

博

 　

委　
　

員　
　

飯

塚　

薫

 　

委　
　

員　
　

木

村　

進

 　

委　
　

員　
　

初

沢

智

之

砂沼北岸の遊歩道

新堀地内の水田
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３
月　

日
（
火
）
午
前　

時
か
ら
、

２９

１０

市
役
所
第
２
庁
舎
中
会
議
室
に
お
い
て

建
設
委
員
会
を
開
催
し
、　

日
に
発
生

１１

し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
下
妻
市
内

の
被
害
状
況
を
把
握
し
、
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

◆
市
道
の
被
害
状
況

　
　
　

全
面
通
行
止　
　

箇
所

１４

　
　
　

部
分
通
行
止　
　

箇
所

１２

　

◆
道
路
の
状
態

　
　
　

液
状
化　
　
　
　

箇
所

１６

　
　
　

沈
没　
　
　
　
　

箇
所

１１

　
　
　

段
差　
　
　
　
　

箇
所

５９

　
　
　

亀
裂　
　
　
　
　

箇
所

２４

　
　
　

法
面
崩
れ　
　

３
箇
所

　
　
　

崩
落　
　
　
　

２
箇
所

　
　
　

舗
装
破
損　
　
　

箇
所　

１１

そ
の
他
、
建
物
倒
壊
等
に
よ
る
市
道
封

鎖
が
２
箇
所
あ
り
ま
し
た
。

　

水
道
水
の
放
射
能
汚
染
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
３
月　

日
の
段
階
で
は
、

２９

放
射
性
ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と

も
に
、
基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
お

り
、
飲
料
水
と
し
て
安
全
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
市
公
園
・
砂
沼
広
域
公
園
で
も
、

液
状
化
に
よ
る
地
割
れ
や
護
岸
崩
壊
、

遊
歩
道
の
陥
没
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
で
は
、
北
側
の
建

物
の
基
礎
の
部
分
に
損
傷
が
あ
り
ま
し

た
が
、
プ
ー
ル
本
体
に
は
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
目
に
見
え
な
い
配
管
等
が

損
傷
し
て
い
な
い
か
気
に
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
圧
送
管
破
損

や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
突
出
が
十
数
箇
所
あ

り
、
危
険
な
状
態
で
す
。

　

今
後
、
早
い
復
旧
が
進
む
よ
う
、
市

執
行
部
は
も
と
よ
り
、
国
・
県
に
対
し

積
極
的
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
  

建
設
委
員
会

 　

委 
員 
長　
　

須

藤

豊

次

 　

副
委
員
長　
　

小　

竹　
　

薫

 　

委　
　

員　
　

増

田

省

吾

 　

委　
　

員　
　

広

瀬

明

弘

 　

委　
　

員　
　

礒　
　
　
　

晟

 　

委　
　

員　
　

石

塚

秀

男

山尻地内（鹿島神社付近）

鬼怒地内（坂下橋付近）



１10

議 会 日 誌

　
　
　

会

　

日　

産
業
経
済
委
員
会
震
災
被
害
状

２９
　
　
　

況
調
査

　
　
　

建
設
委
員
会
震
災
被
害
状
況
調

　
　
　

査

　

日　

総
務
委
員
会
震
災
被
害
状
況
調

３０
　
　
　

査

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会
震
災
被
害
状

　
　
　

況
調
査

　
　
　

全
員
協
議
会

　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
事
務
局

１３
　
　
　

長
会
議

　
　
　

茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
事
務

　
　
　

局
長
会
議

　

日　

下
妻
市
議
会
月
例
会

２０
　
　
　

第
２
回
議
会
だ
よ
り
運
営
委
員

　
　
　

会

　

去
る
３
月　

日
に
発
生
し
た
東
北
地

１１

方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
東
北
・
関
東
地

方
を
中
心
と
す
る
広
い
地
域
に
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
本
市
で
も
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
・
電
気
が

一
時
断
た
れ
た
ほ
か
、
市
内
の
各
地
で

道
路
や
建
築
物
な
ど
が
損
壊
す
る
な
ど
、

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
議
会
と
し

て
は
、
こ
の
震
災
が
未
曾
有
の
も
の
で

あ
り
、
市
民
の
安
全
確
保
、
災
害
復
旧

が
最
優
先
課
題
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、

会
期
中
で
あ
っ
た
定
例
会
の
日
程
を
変

更
し
、
執
行
部
の
災
害
対
策
に
協
力
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
も
、
今
号

は
、
い
つ
も
と
は
少
し
違
う
紙
面
構
成

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

度
重
な
る
余
震
や
放
射
能
の
問
題
な

ど
、
大
震
災
は
、
い
ま
だ
私
た
ち
の
市

民
生
活
に
大
き
く
暗
い
影
を
落
と
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
り
、
日

本
全
体
に
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
大
き

な
力
と
な
っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
の
支

え
と
な
り
、
被
災
地
が
一
日
も
早
く
復

興
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

〈再生紙を使用〉

 　

日　

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会
総

１６
　
　
　

会

　

日　

全
員
協
議
会

２２４
日　

議
会
運
営
委
員
会

８
日
〜
３
月　

日　

第
１
回
下
妻
市
議

２５

　
　
　

会
定
例
会

８
日　

本
会
議　

議
案
上
程
、
説
明

　

日　

本
会
議　

議
案
質
疑

１０
　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　

日　

産
業
経
済
委
員
会

１１
　
　
　

建
設
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１８
　

日　

建
設
委
員
会　
　
　
　
　

２４
　

日　

全
員
協
議
会

２５
　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

本
会
議　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、

　
　
　

討
論
、
採
決
、
閉
会

　
　
　

第
１
回
議
会
だ
よ
り
運
営
委
員

 市議会を傍聴してみませんか

● 次の定例会は、 6月  2 日から6  月13日までの12日間の予定です。なお、 一般質問は、
　6月8日 、9日の   2 日間の予 定です。　（上記日程は、変更する場合があります。）
※問合せ先：下妻市議会事務局　0296－43－2111　内線1112・ 1113
下妻市役所のホームページからも「市議会だより」がご覧いただけます。
また、「定例会・臨時会会議録」もご覧いただけます。
　　〈下妻市役所ホームページ〉　h t t p： / / w w w . c i t y . s h i m o t s u m a . l g . j p /　

◆ 
２　

月

◆ 
３　

月

◆ 
４　

月


